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2 近似

2 近似

2.1 はじめに
•数学的な知識があれば、微分係数や定積
分の値を知ることはできます。

•一方で、数学的な知識があっても積分で
きない関数は存在します。

•そのような関数であっても近似値を得る
ことは可能です。

2.1.1 ポイント
•導関数の近似
•定積分の近似
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2.2 微分 2 近似

2.2 微分
関数 y = f(x) が与えられたとき、定義域
内において、点 aと点 a + hを考える。ここ
で、h ̸= 0とする。xの変化量 hと、xが h変
化したことによってもたらされる関数 f(x)
の変化量

f(a + h) − f(a) (1)

を用いて変化の割合を求める。

図 1 関数上の 2点
y = f(x)

x

y

a a + h

f(a + h) − f(a)

h
(a, f(a))

(a + h, f(a + h))
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2.2 微分 2 近似

ここで hが 0になることなく hを限りなく
0に近づけたとき

lim
h→0

f(a + h) − f(a)
h

(2)

が値をとるならば、関数 y = f(x)は点 aで
『微分可能』といい、その値を x = aのとき
の『微分係数』という。微分係数は

dy

dx

∣∣∣∣
x=a

(3)

という記号をつかってあらわす。

図 2 微分係数
y = f(x)y = f(x)
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2.2 微分 2 近似
定義� �
微分係数は aが変われば変化する。従っ
て (2)は aの関数である。そこで (2)の
aを xで置き換えた式

lim
h→0

f(x + h) − f(x)
h

(4)

を『導関数』といい
dy

dx
(5)

という記号であらわす。� �

導関数は

f ′(x) (6)

(f(x))′ (7)

等であらわされることもある。
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2.2 微分 2 近似

二点

(a, f(a)) (8)

(a + h, f(a + h)) (9)

における変化の割合
f(a + h) − f(a)

h
(10)

は、二点 (8)(9) を通る直線の傾きである。
h → 0 ならば、(10) は微分係数 (2) である。
従って、微分係数 (2)は点 (a, f(a))における
y = f(x)の傾きである。

図 3 微分係数の意味
y = f(x)

a a + h

f(a + h) − f(a)

h

x

y
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2.2 微分 2 近似

問題XV − 2 − 1
定義域を (−2, 2)として

f(x) = −1
3

x3 + x

とする。以下の問いに答えなさい。

•yを xの関数

y = f(x)

とする。xと yの関係をグラフにあらわ
しなさい。

•h = 10−3 とし、

∆y = f(x + h) − f(x)

とする。xと ∆y の関係をグラフにあら
わしなさい。

•h = 10−3 とし、
∆y

∆x
= f(x + h) − f(x)

h

とする。xと ∆y

∆x
の関係をグラフにあら

わしなさい。

最上資料館 8/13



2.2 微分 2 近似

問題XV − 2 − 2

f(x) = −1
3

x3 + x

を微分しなさい。

問題XV − 2 − 3

y = −x2 + 1

をグラフにあらわしなさい。ただし、定義域
を (−2, 2)とする。
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2.3 定積分 2 近似

2.3 定積分
区間 I = (a, b)で定義された関数 f(x)が与えられたとする。この区間 I を

a = x0 ≦ x1 ≦ x2 ≦ · · · ≦ xn−1 ≦ xn = b (11)

となる n個の小区間に分割し i番目の区間を Ii とする。Ii における xi+1 と xi の差を

∆i = xi+1 − xi (12)

とあらわす。
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2.3 定積分 2 近似

小区間 Ii 内に任意の点 ξi をとり、

si = f(ξi)∆i (13)

をつくる。この si の総和

S =
n∑

i=1
si (14)

において、n → ∞としたときの極限を区間
(a, b)の『定積分』といい、∫ b

a

f(x) dx (15)

であらわす。

図 4 定積分の意味

y = f(x)

x

y

a b
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2.3 定積分 2 近似
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2.3 定積分 2 近似
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